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立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り

お問い合わせ・お申し込み先
立神峡公園管理組合　☎62－1543　tategamikyou@yahoo.co.jp（8：30～17：30火曜定休日）

立立 神立立立立 神神神神
活動報告

簡易炭焼き体験簡易炭焼き体験

▲大事なあおぐ時間 ▲煙が出てきました ▲完成

　12月7日、簡易炭焼き体験を行いました。寒空の下、参加者2人と組合員2人で、基礎部分からしっかりと体験を行
う事ができ、簡易かまどの作り方や着火の方法など、メモを取りながら真剣に取り組んでいました。
　順調に工程も進み、かまど回りにある大量の落ち葉を使い、たき火をしながら炭の出来上がりを待ちました。お茶
用のお湯を沸かしている最中、参加者の人から紫芋の差し入れを頂きましたので、早速たき火の中へ入れ、おいしい
焼き芋とお茶が出来上がりました。
　たき火を囲み、楽しい談話をしながらの昼食後は、煙が透明に変わるのを待ちます。大量の水分を含む煙は重く、
真っ白い煙となっています。煙突が十分に温まり、窯の中の水分が無くなり始めたら、煙の色も徐々に薄くなっていき
ます。15時くらいに煙が透明になったので、窯を完全に閉めてしまい、16時に窯開きを行いましたが、残念ながら失
敗でした。
　原因は恐らく、うちわでの「あおぎ」不足で、成功した竹炭が少なく、竹が半焼きの状態となってしまいました。
　参加者の皆さまには大変申し訳なかったのですが、参加者、組合員共に非常にいい勉強となりました。参加者には、
事前に作っていた竹炭をお持ち帰りいただき、失敗の原因をきちんと説明し、納得いただいてお帰りになられまし
た。面白さの中にある難しさも、今回の体験で勉強していただいたと思います。
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▲電動ドリルで穴開け ▲駒打ち

　原木しいたけを作るには、最適の時期がやってきました。間伐したクヌギを使用し、原木となるホダ木を作りま
す。間伐材の2次利用方法の一つとして里山保全につながります。スーパーなどで購入しているシイタケを、ご自
分で栽培してみませんか？　電動ドリルで穴開けし、金づちで「コマ」を打ち込む簡単な作業です。小さいお子さ
んも作業ができ、参加者には、昨年作ったホダ木を1組につき1本差し上げますので、ぜひご参加ください。

◆日　　時 ： 2月15日（日）10時～12時
　　　　　　（9時30分から管理棟で受け付け）
◆場　　所 ： 立神峡公園 火の広場
◆募集組数 ： 5組（20人程度）
◆参 加 費 ： 大人  750円／人、子ども 500円／人
◆服　　装 ： 長袖の服・長ズボン（汚れてもいい服
　　　　　   装、防寒着）、軍手、帽子、飲み物

空き家バンクへの登録をご検討ください
　「空き家バンク」は、町内の賃貸・売却できる空き家を「空き家バンク」に登録していただき、その物件の情報
を、町への移住を希望される人や住居をお探しの人へ、町のホームページなどを利用して提供する仕組みです。

お問い合わせ先：総務振興課　まちづくり推進係　☎62－2317（直通）

こんなメリットがあります！
①空き家に人が入ることで、空き家

の管理をする必要がなくなる
②家賃収入が発生する
③使っていない空き家に人が入るこ

とで町の活性化に役立てる

空き家バンクに登録すると
①登録申込書を提出していただいた後、担当職員が現地調査に伺い、

物件の様子や間取りなどを確認します。
②登録された情報を町のホームページに掲載します。物件の所在地や

間取り、設備などを写真も含めて掲載します。
③交渉契約に町は直接関与せず、当事者間で行っていただきます。宅

建業者の仲介を希望される場合は、町内業者をご紹介します。

空き家バンク登録から契約までのながれ


